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16面横浜市版 横浜春節祭2025 開催

⃝1月号は、12月11日時点の情報に基づき作成しています。⃝開館時間や休みなどは各問合せ先に確認してください。
⃝収集した個人情報や意見は「個人情報の保護に関する法律」に従い、目的の範囲内で適正に管理・利用します。

横浜市コールセンター（毎日8時～21時）
045-664-2525 045-664-2828各種手続・窓口案内

市営交通の案内など
区役所の
開庁時間

●平日８時45分〜17時（祝日・休日・12月29日から1月3日を除く）
　※昼の時間帯はお待たせする時間が長くなる場合があります。
●毎月第２・４土曜日 9時〜12時
 （戸籍課・保険年金課・こども家庭支援課の一部の業務）

3,771,005人
1,819,632世帯

横浜市データ
2024年

12月1日現在 検索横浜市 推計人口・世帯検索横浜市コールセンター
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世帯数

　あけましておめでとうございます。市民の皆様が新たな
年を迎えられましたことを、心よりお喜び申し上げます。

　一昨年の子どもの医療費の無料化に続き、昨年は、出産費用・妊婦健診費用の
独自助成、小学校の夏休み中の昼食提供、保育園への紙おむつなどの持参が不要
なサブスクサービスを開始しました。いよいよ来年４月から開始となる中学校での
全員給食に向けた準備も進んでいます。がん検診の無料化（65歳時点）、今年１月
からの精密検査の無料化（70歳以上）をはじめ、総合的ながん対策にも取り組んで
います。今後も、更なる子育て支援の充実をはじめ、あらゆる世代が暮らしやすく
なるための施策を充実させていきます。
　今年は、市民の皆様に「出かけやすくなった」、「移動が便利になった」と思って
いただけるよう、地域交通の拡充に本格的に着手します。また、公園や学校のトイレ

の洋式化や学校体育館の空調整備など、市民の皆様からの改善要望が多かった
身近な環境の整備を大幅に加速させます。
　そして、大規模地震の被害から市民の皆様をお守りするため、抜本的な対策に
乗り出します。誰もが安心して避難生活を送ることができるよう備蓄品を大幅に
充実させるほか、物資輸送や救援活動の要となる横浜市初の広域防災拠点を
整備するなど、徹底的に「市民目線」に立った取組で災害対策を大幅に強化します。
　環境と共生し、市民の皆様と共につくる「環共」がテーマの国際博覧会「GREEN
× EXPO 2027」まであと２年あまり。進捗する会場計画などについてタイムリーに
お伝えし、市民の皆様とご一緒に、開催への機運を益々高めていきます。
　今年も、市民の皆様の「声」を第一に、誰もが安心して暮らせるまちの実現に
向けて、力を尽くしてまいります。 横浜市長 山中竹春

新春のご挨拶




